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国指定史跡・甲斐金山遺跡／湯之奥・中山金山

甲斐の金山から

博物館だより
甲斐黄金村・湯之奥金山博物館報

◯投票場所：ゆるキャラグランプリオフィシャルウェブサイト  http://www.yurugp.jp/
◯投票期間：2014年９月２日（火）10時～10月20日（月）18時
◯2014年11月１日（土）～３日（祝・月）　ゆるキャラ®グランプリ 2014 in あいち セントレア
◯内　　容：身延町ブース出展＆表彰式＆決選投票

かの有名な「ゆるキャラグランプリ」。今年はインターネット投票＋リアル投票の得票総数でグランプリを決めるの
だそうです。（ネット投票結果は10月中旬発表予定）

インターネット投票締め切り時点で上位100キャラクターが発表されますが、上位100位までの入賞キャラクター
は11月１日、２日、３日に開催される「ゆるキャラグランプリ2014 in あいちセントレア」会場での決選投票に参加
出来るのです。リアル投票の１票はインターネット投票の1票よりも重い倍率をつけることが検討されている模様。会
場で大逆転の可能性もあるそうです。ということで、もーん父さんを是非皆様のお力で上位入賞させてください！！！

もーん父さんを
ゆるキャラグランプリで
入賞させた〜い！！
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国登録博物館である湯之奥金山博物館は身延
町湯之奥地区に所在する国指定史跡・湯之奥（中
山を含む・内山・茅小屋）３金山のガイダンス
館として1997年４月に開館した。特に1988年か
ら３年間に亘り、ふるさと創生事業として、町
は財団法人山梨文化財研究所（帝京大学山梨文
化財研究所）を中心に湯之奥金山遺跡学術調査
団を結成し、考古学・民俗学・文献史学・鉱床
学等々の切り口から、総合調査を実施、戦国時
代（15世紀後半）に開発された初源期山金山（砂
金に代わる金鉱石からの産金）の全容を明らか
にした。その確かな歴史を伝える使命をもって、
当館は博物館活動を18年間に亘り推進し、この
間、有料入館者は32万人を迎える。
博物館展示は映像シアターで10分程、戦国～

江戸期の時代背景を伝え、ジオラマ展示室では
産金工程をジオラマと映像・約５分で紹介、産
金時代年表を挟み、第１展示室では、湯之奥３
金山遺跡の詳細な地形図、地形模型、日本の著
名な金鉱石、発掘された15世紀後半の陶磁器類、
わが国最初の４進法の貨幣制度に基づく甲州金
（奥山家コレクション）などの現物資料を並べ、
第２展示室では、砂金採掘に代わる初源期山金
山の鉱山道具、江戸期の産金絵巻（岩手県金沢
金山）に基づく作業工程の復元模型を配列、来
館者に分かりやすく解説している。特に灰吹き
などのテレビ映像やクイズなどには来館者の多
くが立ち止まっている。これらが常設展示の概
要だが博物館活動はこれに留まらない。むしろ
生きた教育プログラムが開館時から常設展と連
動して続けられている。
「館だより」は、館の活動記録であるととも
に対外的な博物館の広報活動として、多くの
ファンを獲得している。そうしたファンから一

般の方々まで、多くの方々で構成され、常に博
物館を応援し、支えてくれている外部協力団体・
湯之奥金山博物館応援団Au会からは、応援団
だよりも発行され博物館との絆を深めている
が、最新の情報や博物館活動の報告などがリア
リティに紹介されているところに特色がある。
博物館活動は常設展＋博物館イベントが両輪

となって生涯学習効果をより高めているが、そ
の点、当館の教育プログラム推進は大きな成果
を上げている。その原動力は博物館スタッフの
熱意と行動力、支える応援団のバックアップ。
もとより博物館スタッフは現在、職員３（リー
ダー、専任学芸員、主事）に非常勤館長（学芸員）
と臨時職員１が加わった少数である。繁忙期に
はアルバイトが加わる。そうした中、一般的に
子供たちの夏休みがスタートする時期に合わせ
て、博物館の夏イベントが開催される。化学実
験教室、砂金掘り大会（一般大会と学生大会）、
こども金山探険隊だ。
他館にない主な活動では、14回目を迎えた「砂

金掘り大会」、「砂金甲子園！第11回東西中高交
流砂金掘り大会」などが挙げられる。例年１日
で２大会を開催してきたが、今年は初の試みとし
て一般大会を１日目、学生大会を２日目という形
で２日に分けて開催した。この事業は町（生涯
学習課・観光課、職員有志）、応援団Au会が大
会を支えてくれ、そこにイベントスタッフとして
の研修を組み込みながら、峡南高校のインターン
シップ研修生や学芸員実習生らの研修日程を夏
事業に合わせ、就労体験研修を受け入れている。
こども金山探険隊では、今年も全国から15人
の参加隊員と保護者加え40人以上を迎えた。初
日は、標高1,400 ～ 1,500メートルの中山金山遺跡
と1,700メートルの地蔵峠まで足を延ばした。世

金山博物館の教育プログラム推進と課題
甲斐黄金村・湯之奥金山博物館　館長　谷口一夫
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界文化遺産登録を果たした富士山の威容を真横
から望む企画。残念ながら今回は雲に覆われ、
富士山の素晴らしい景観は見られなかったが、
金山遺跡現地での学芸員の分かりやすい解説で、
年少の隊員も楽しく学習できた。この事業も登山
道の下見から始まり、隊員手帳（手のひらサイ
ズだが中身の解説はスグレもの）や参加ワッペン
の作成など、事前の綿密な準備のもと、毎回フォ
ローしていただいている磯野澄也氏ら山岳会の
応援、応援団、生涯学習課、観光課、博物館ス
タッフOBらからの応援、町のマイクロバスの協
力を頂くなど、多くの支援の中で、成功を収めた。
2日目の灰吹き体験を含め全日程を消化した探険
隊員には、古文書風のこども金山探検隊修了書
「こども金山衆認定書」が一人一人に授与された。
参加隊員の父兄からも、「参加してよかったです」、
「大変勉強になりました」という声は圧倒的に多
く、スタッフ一同ホッとする瞬間であった。
夏休みスタートから毎週連続で行っているこ

れらの事業は、館職員の非常なまでのエネル
ギーが使われるが、中でも、こども金山探険隊
と砂金掘り大会は館の顔となったイベントであ
る。しかし課題は、すべての事業が企画段階か
らの事前作業、準備、実施中のプログラムの円
滑な推進、事後処理などの総合的な運営全般の
チェックを、専任学芸員を中心に館の日常業務
や事務処理を行いながら前述の少数スタッフで
回していることだ。こうした努力の結果、この少
人数スタッフの博物館と事業が維持されている。
この他、博物館イベントで人気なのが武田氏
最大版図内金山の遺跡見学会。毎年ハイキン
グに最適な季節の秋口に行っているが町内や応
援団員など主に大人中心に多くの参加者で賑わ
う。昨年は大月金

かな

山
やま

金
きん

山
ざん

と上野原の秋山金
かな

山
やま

金
きん

山
ざん

、これまで遠方では愛知県津具金山や伊豆半
島の諸金山へ足を延ばしたが、事前のコース下
見、関係者との交渉、資料作りも全て専任学芸
員が対応してきた。
学芸員は博物館内部の仕事（資料収集・保存・
管理・調査研究・展示公開・活用など）のほかに、
こうした各種プロジェクトに臨戦態勢で臨める
素養が必修条件であり、加えて、来館者対応や
地域住民との絆を深めていかなければならない
重要な役割を担っている。
調査研究では、近年、茅小屋金山遺跡と内山

金山の踏査が進められ、緊急雇用の予算で両金
山の詳細な図面が完成、既に展示コーナーに反
映されているが、その調査には常に専任学芸員
が先導し、茅小屋、内山金山の踏査を繰り返し
実施する中で、新たな坑道（採鉱域）やテラス
域が徐々に解明されるとともに、鉱山道具の確
認・記録も取られている。こうした地味な活動
は展示に反映されており、来館者や東西中高交
流砂金掘り大会（砂金甲子園）への参加生徒へ
の学習にも大きく役立っている。
また、かつての公開講座も75回をもって終焉

したが、それに代わる研究集会として応援団Au
会主催の「砂金・金山遺跡研究フォーラム」が
年１回開催され、全国から有志の参加で年々内
容が濃くなっていることがうれしい。
こうした博物館の常設展示、教育プログラム
推進の現状の課題として、専任の学芸員一人で
はなく早急に二人目の専任学芸員の人材養成・
後継者養成の必要性を痛感する。開館18年目を
迎える金山博物館。これまでの流れを大事にし
ながら、未来へ向け更なる発展を遂げるために
も、関係者の皆様の博物館へのご理解をいただ
ければ幸いである。
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今年の夏、砂金掘り大会から、お盆中までの約３週
間の間に、博物館では総勢26人の研修生を受け入れま
した。それぞれ趣旨は様々な職場研修ですが、初めに
来たのは地元・峡南高校では23人の生徒たち。少ない
日で６人、最も多かった日は20人という大所帯での研
修になりました。それぞれの生徒が５日間の実習に来
ることが前提でしたが、全員欠席なく研修を終えまし
た。次いで山梨英和大学より女学生が１人、同じく５
日間の就労体験にやってきました。そして、お盆中に
学芸員実習生が２人、５日間の実習期間を終えました。
研修先として博物館は毎年各所から依頼を受けます
が、大事なのは実習生自身が体験を通して何か得るも

のがあったかどうかです。そして、感じるべきものを
伝えられたかどうかは研修先のスタッフの対応が大き
く左右するところです。
さて、８月13日（水）～ 17日（日）、前述どおり２人の
学芸員研修生を受け入れました。今年は東京工芸大学
からの女子学生でしたが、２人とも通常接客業務に加
えて、ゆるきゃらグランプリに関わる「もーん父さん」
のPRサイトの立ち上げや、その他の裏方業務や本来
の学芸業務などについて理解しながら、一生懸命業務
に取り組み、５日間の学芸員研修を終えました。この
研修について２人には今回原稿を寄せていただきまし
たので掲載します。

研修リポート①「博物館実習を終えて」	 古屋	ひな子（東京工芸大学）

私は５日間、甲斐黄金村・湯之奥金山博物館で実習をさ

せて頂きました。この博物館は小さい頃から何度も訪れた

ことのある場所です。小中学生の頃、よく夏休みの宿題を

するためにお世話になっていました。なので実習に行った

らこんな感じなのだろうなと想像していました。しかし実

際に実習を行ってみると、想像以上に忙しかったです。や

らなければならないことは常にたくさんあり、それに加え

お客様の接客、少ない人数でそれらのことをしていくのは

毎日大変なのだなと思います。

実習中はお盆シーズンということもあり、お客様の対応

をする時間が一番多かったです。その時間に学ぶものはと

にかくたくさんありました。実習２日目から実際に接客を

させてもらったのですが、一番最初の接客はひどかったな

と思います。お客様に言うべきことは簡単に頭の中に入っ

ていても、お客様という相手がいる以上、マニュアル通り

とはいきません。来館されたお客様に気持ち良く過ごして

もらう。どうすればそれが出来るのか毎日考えました。何

回もアドバイスをもらい、どうにか５日目には形になった

のかなと思います。お客様が「今日は来て良かった」「楽

しかった」「ありがとう」そう言ってくれるたびに、とて

も心が温まりました。お客様のちょっとした一言からお客

様の気持ちをとらえて、一人一人対応していく。そういっ

た対応が「楽しかった」というお客様の言葉を生むのだと

思います。

また子供への対応にも気を付けました。実習中に館長

さんに「子供たちの居場所を作りたかった」という話をし

てもらったからです。子供たちがまた来たいと思ってくれ

る、その地域に住む子供たちが気軽に遊びに来られる、そ

してその子供たちが何年もたって町を出ても思い出してく

れる、そんな博物館。私はとても素敵だと思います。

５日間、学校の授業でもアルバイトでも経験できない貴

重な体験をすることが出来ました。実習は想像していたよ

りもずっと忙しく、想像していたよりもずっと学ぶことが

あり、想像していたよりもずっとずっと楽しかったです。

研修リポート②「学芸員実習を終えて」	 波多野	悠美（東京工芸大学）

私は、この「湯之奥金山博物館」で学芸員実習をするこ

とができて本当に楽しかったです。５日間があっという間

でした。

実習は、新しく知ることばかりでした。学芸員という仕事

は本当に大変で、やってもやっても次から次に仕事が尽きる

ことなくやってくる…学芸員は予想以上の仕事をこなしてい

るのだと知ることが出来ました。そして、湯之奥金山博物館

で博物館でも接客が大事だということを知りました。

まず、博物館の見学の際も学芸員の説明があって展示物

を見るのと説明なしで見るのは全く違うということを知り

ました。説明をすることにより、文章で見るよりも簡単に

頭の中に入ることができ、そうすることにより、お客様の

興味がもっと湧き、理解も深まり、楽しんでもらえるのだ

と見て感じました。他にも、体験の説明をわかりやすく伝

就労体験実習生　8月受け入れ人数は総勢26人！
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えることできっと楽しさが変わってくるのだろうと思いま

した。

本当にこの博物館の従業員、応援団の方たちも温かく、

たくさんの方が協力してこの博物館が成り立っているとい

うことも知ることが出来ました。そして、来館されたお客

様も展示・体験を通して、みなさん笑顔で帰られているの

を見ました。こんなに多くの方が笑顔になって帰れる博物

館は他にはなかなかないと思います。

こんな温かい場所で実習ができ、地元がここではない私

も、甲斐黄金村・湯之奥金山博物館、そして身延町が大好

きになりました。本当にありがとうございました。

おそらく多くの人が、「学芸員」と聞いたら「どん
な仕事があるのかよくわからないけれど、博物館や
美術館で展示の解説をしてくれる人」というようなイ
メージをお持ちではないでしょうか。
文部科学省では『博物館資料の収集、保管、展示及
び調査研究その他これと関連する事業を行う「博物館
法」に定められた、博物館におかれる専門的職員』の
ことを「学芸員」と位置付けています。そうした活動
を通じて、文化的作品や、資料の持つ価値や意味を多
くの人々に伝えていくことが大きな役割といえます
が、実際には、その施設の規模は性格によって求めら
れる業務はまったく異なるものです。少なくとも金山
博物館の学芸員は“座って研究”していたのでは務ま
りません。それはどういう意味でしょうか。
実際、博物館にご来館くださるお客様をお迎えする
観光面のサービス・接客業務、清掃を含めた環境美化、
生涯学習施設としての教育事業、集客のためのイベン
ト企画業務、学術施設としての調査研究業務、それら
に伴う研究誌や機関誌の発行、さらにラジオ、テレビ、
新聞などマスコミ各社へのPRや広報宣伝活動etc.…仕
事はキリなく続きます。
しかし、どんなに立派な資料が展示してあっても、
お客様に来ていただかなければ、知っていただかなけ

れば意味がありません。来ていただいたお客様に楽し
かった、素晴らしかったと感じて頂き、リピーターを
増やし、新規のお客様を増やす、これは施設としては
大変重要なことです。
受付の応対から始まって、館内の雰囲気、清掃が行
き届いているかどうかなど、すべてひっくるめて、ど
うしたらお客様は快適に楽しんでくれるのか、展示を
もっとわかりやすくするためにはどうしたらいいのか
を知る必要があり、それらが次のお客様のご来館につ
ながります。
たとえば極端な話、お客様が、博物館に何が展示し
てあったか覚えてなくてもいいと私自身は思っていま
す。お客様が博物館を思い出した時に「楽しかった！」
という印象が浮かんだならば、まずはそれでOK。でも、
そう感じて頂くために自らがお客様の声、表情、動
きを感じなければ、わからないことであり、それを知
るためには自らが前に出ていき経験するしかないので
す。楽をしていたのでは良いものは出来上がりません。
“座って研究していたのでは務まらない”というのは
そういう意味です。
大きな施設ならスタッフの分業体制が整っているか
もしれませんが、当館はそうではありません。自分が
置かれた立場の中で、今何が求められ何をすべきなの
か、仕事の優先順位が何か、イレギュラーにも迅速に
対応できる「応用力」を身につけていくことが、次第
にスキルアップにもつながります。
そんな中でも忘れてはいけないのは「自分も楽しみ
ながら仕事をする」ことでしょう。笑顔が笑顔を呼ぶ
ように、自分が楽しいとお客様も楽しんでくれるもの
です。すべての活動や努力は、点ではなく、線でつな
がっており、それは今後、どんな仕事に携わったとし
ても言えることなのではないでしょうか。

（学芸員　小松美鈴）

峡南の研修生は選手としても運営スタッフとしても携わった博物館最
大イベント「砂金掘り大会」。

接客をしながらいろんな作業をしなければなりません。「もーん父さん」
のサイト作成中の学芸員研修生 2 人。
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今年で６回目を迎えた大好評の「化学実験教
室」。今年も「消える絵＆カラーマジック」、「シャ
ボン玉を浮かべる！？」＆「冷却パックを作ろ
う！」、「偏光板の実験＆光るものを探そう！」
の３つの実験を開催しましたが、各実験とも15
名の定員オーバーの20名以上、３実験で延べ70
人以上の子供たちが県内外から参加してくれ、

大盛況となりました。講師は東京開成学園の宮
本一弘先生。いつものように優しくそして的確
な解説指導に、子供たちはもちろん、保護者の
方も楽しんでくれていました。帰りには「来年
も楽しみにしています」という声をたくさんい
ただきましたが、宮本先生もその反響に喜んで
くださいました。

毎年夏恒例、山梨県下の博物館美術館が集
まって、小中学生の自由研究のお手伝いをする
合同プレゼンテーションに、当館は出張砂金採
りで参加しました。今年も多くの親子連れで、

金山博物館ブースが大盛り上がりの中、博物館
専属キャラ「もーん父さん」は初仕事。会場内
を練り歩き、博物館をPR。記念撮影や握手をね
だられ、「もーん父さん」も大人気でした。

例年、午前中に一般大会、午後に学生大会と
１日のスケジュールで開催していた砂金掘り大
会。今年は初の試みで、１日目に一般大会、２
日目に学生大会と、２日間に分けての開催でし
た。日程的に参加者が例年より減少するかと思
いきや、蓋を開けてみれば意外や意外、過去

最高の約200人が参加。炎天下、まさに熱い戦
いが繰り広げられた一般大会の結果は次表のと
おりです。今年ご参加いただいた皆さんはもち
ろん、新たな挑戦者もお待ちしております。みん
なで「スポーツ砂金採り」を来年も楽しんでく
ださい。

26年７月・８月の博物館活動報告
第６回化学実験教室	 ７月20日（日）

夏休み自由研究プロジェクト	in	甲府アイメッセ	 ７月21日（月・祝）

第14回砂金掘り大会結果発表	 ７月26日（土）

「第14回砂金掘り大会」競技結果一覧
【ジュニアの部】 8粒／ 6kg

順位 氏　名 採集した
砂金数

総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒）

1 安達 　理沙 8 3.5143 15 山田 　優奈 7 9.1417 29 吉田 　秀忠 6 11.4020 43 竹中 　康祐 4 15.2073 57 清水 　甲斐 4 19.1830 71 井上 　創太 2 24.0625
2 石井 　耀大 8 4.0437 16 三浦 　碧斗 7 9.1974 30 五味 　泰雅 7 12.0123 44 上原 　千里 5 15.2806 58 及能 　麻友 4 19.2631 72 比野 　瑠南 1 26.0668
3 上田 ひなた 8 4.4824 17 大作 　孟暉 8 9.4849 31 内田 　　空 6 12.2767 45 吉田 　幸弘 6 15.3073 59 浜田 　航宇 4 20.1170 73 内田 春之輔 2 26.5337
4 木村 　哲平 8 5.3740 18 山口 　翔太 7  9.5635 32 伊藤 璃々子 6 12.2801 46 戸田 　百花 5 15.466 60 広田 　隆晟 4 20.2780 74 江口 　竣平 2 27.0874
5 近藤 　和貴 7 6.3059 19 薮内 　　光 7 10.1300 33 加藤 なつみ 7 12.4847 47 千代 菜々子 5 15.4732 61 小石 　　休 3 20.4811 75 渡邉 　壮馬 2 27.5432
6 竹増 晴太郎 7 6.4256 20 功刀 　天音 7 10.2054 34 小澤 　典子 6 13.1373 48 福原 　航史 5 17.0767 62 藤沢 　　響 3 21.0539 76 江島 　優衣 2 27.5853
7 武田 　来夢 8 6.4312 21 卯月 　秀叡 7 10.2601 35 飯野 二千華 6 13.3386 49 中村 　　賢 5 17.0967 63 岩野 　健人 4 21.1625 77 社領 　航世 1 30.2646
8 森山 　晃成 7 7.3676 22 市村 美咲希 7 10.3507 36 栗原 　真希 6 14.0254 50 長田 　友恵 5 17.0994 64 内田 　憧也 3 21.2254 78 南 　　航太 1 30.5624
9 井上 　祐香 8 7.4035 23 佐藤 　夏実 7 11.0325 37 細小路 　楓 5 14.0332 51 松田 　　昂 4 17.2756 65 髙見 絵梨菜 4 21.3586 79 田中 　　亮 1 31.0000

10 井後 　璃胡 7 7.4071 24 和田 　　駆 6 11.0601 38 正田 　雄也 5 14.2002 52 舘岡 　幹彦 4 18.0000 66 高田 　晃成 4 21.5965 80 杉森 　優衣 0 33.5379
11 阪本 　皓貴 7 8.0185 25 日比谷 元樹 7 11.1308 39 鈴木 　麗央 6 14.2109 53 泉 　　勇斗 3 18.1868 67 依田 　力丸 4 22.0000 81 前田 　大樹 0 33.5900
12 磯尾 　真江 7 8.0682 26 宮沢 真太朗 7 11.2357 40 杉山 　　諄 6 14.3306 54 村上 　陽太 3 18.3029 68 篠原 美沙子都 3 23.1253 82 濱口 　　怜 0 33.5994
13 成木 　晴哉 8 8.4749 27 井口 アレクサンドル 6 11.373 41 齋藤 　貴延 6 14.3373 55 藤村 　小町 5 18.3576 69 橋本 　和樹 3 23.4840
14 村上 　圭吾 8 9.0502 28 大場 　啓生 7 11.3834 42 桑代 　和樹 4 15.0015 56 遠藤 　凜々 5 18.5995 70 金井 　勇樹 3 24.0471

【初心者の部】 7粒／ 10kg

順位 氏　名 採集した
砂金数

総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒）

1 宮本 　　尭 7 4.0885 16 諌山 　優美 5 11.3241 31 嶋本 　大祐 5 13.3094 46 中田 理紗子 5 15.8535 61 上田 　　潤 3 19.2548 76 林　　杏佳 1 25.5044 
2 姫野 将太朗 7 4.2766 17 内田 　吉郎 6 11.3284 32 赤池 　　浩 4 13.5641 47 足立 　朋之 3 16.3817 62 斎藤 　朋来 3 19.3709 77 吉田 　秀子 1 26.0516 
3 福原 　春輔 6 7.1823 18 宮川 　志吹 6 11.3445 33 宮坂 　隆志 5 14.2811 48 助川 　友樹 4 16.5272 63 斎藤 恵理子 2 20.3568 78 井上 　佳宥 1 26.0939
4 田中 　則雄 6 7.3063 19 井後 　恭道 5 11.3547 34 岡田 健太郎 4 14.2874 49 久能 　　優 4 16.5801 64 雨宮 　宇肖 3 21.0381 79 鈴木 　健太 1 26.5802 
5 松川 　ルナ 7 7.5043 20 山口 　　栞 6 11.4030 35 広田 　裕男 5 14.4371 50 宮原 　大地 4 17.0047 65 佐藤 　圭介 3 21.0972 80 依田 　　淳 1 27.1021 
6 平野 　滉大 6 8.0761 21 莇 　　隆司 5 12.0251 36 上田 　亜弥 4 14.4991 51 森田 　健友 4 17.3778 66 望月 　優華 2 21.1406 81 瀧田 　玲奈 1 27.3029 
7 佐藤 　　梢 6 8.1100 22 熊谷 　拓哉 5 12.0440 37 遠藤 　駿平 5 15.0916 52 大塚 　航平 4 17.5629 67 富田 　雄介 3 21.2393 82 新谷 　裕貴 0 27.4739
8 大橋 　隆雄 5 9.1022 23 高野 なつき 6 12.2308 38 金子 　和由 3 15.1931 53 河原 　雄希 4 18.1539 68 林 　みどり 3 21.2853 83 丹羽 　博美 1 27.4768 
9 カパラス 華梨奈 6 9.3741 24 山下 　亮子 6 12.2497 39 川原 　　爽 5 15.2825 54 雁住 　宏美 3 18.2093 69 村松 　恒平 2 21.3348 84 島津 　　仁 1 27.5801

10 渡辺 　清人 5 9.4517 25 井上 　智揮 6 12.2852 40 青島 　　悠 4 15.3676 55 藤本 菜々美 4 18.3260 70 南澤 　均維 1 21.5365 85 馬籠 　恭平 0 30.1575
11 曽根田 賀照 5 10.4631 26 岡室 　　季 5 12.2913 41 立花 　さき 5 15.3795 56 吉田 　明弘 4 18.3652 71 上原 　　隼 3 22.0000 86 江島 　和代 0 30.5712 
12 廣田 　桃子 6 10.4721 27 佐野 　伸吾 5 12.4462 42 溝畑 　　毅 4 15.4600 57 後 　さおり 4 18.4956 72 堀内 　健也 2 24.0597 
13 笠原 江理子 6 11.1218 28 三嶋 　慶彦 4 12.4534 43 丹羽 　博美 4 15.4692 58 金井 　真秀 4 18.5335 73 松永 　　晃 2 24.5480 
14 新井 絵梨花 6 11.1801 29 片山 絵梨香 6 12.5471 44 木口 　寛人 3 15.5367 59 瀧 　　　章 4 18.5778 74 深澤 　未来 2 24.5802 
15 松野 由紀子 5 11.2987 30 小柳 　紗彩 4 12.5664 45 入月 　洸星 5 15.5984 60 中谷 　仁政 2 19.1362 75 江島 　英樹 2 24.5957 

【ベテランの部】 14粒／ 16kg

順位 氏　名 採集した
砂金数

総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒） 順位 氏　名 採集した

砂金数
総合成績
（分.秒）

1 近藤 　直美 14 9.4229 11 井村 　智子 10 20.5220 21 安藤 　大悟 8 31.0959 
2 松下 　竜哉 13 11.4631 12 銭谷 　清人 9 21.3342 22 中川 　　清 6 31.4644 
3 木村 　伸之 11 15.4230 13 保坂 　信一 10 21.5832 23 小菅 　章弘 4 37.2616 
4 桑形 　和樹 11 16.4452 14 石田 　政明 8 24.3650 24 本間 　　純 3 39.3420 
5 広瀬 　義朗 10 17.5558 15 中村 　軒一 10 25.5890 25 諌山 　浩士 3 43.2606 
6 梅森 　敏章 10 18.3335 16 成島 　秀樹 8 27.0059 26 野村 　敏郎 1 43.5335 
7 松田 　　智 11 18.3698 17 五十嵐 智弘 9 27.5805 27 志村 　瑠伽 2 44.1609 
8 立川 　梨佳 12 19.1199 18 山元 　健瑠 8 29.5976 28 牛島 　敏博 1 47.5222 
9 諌山 　　颯 11 20.0106 19 林 　　謙治 8 30.2496 29 土橋 　　汀 0 47.5600 

10 犬伏 　弘樹 9 20.4746 20 春山 　　崇 5 31.0919 30 諌山 　凌太 1 51.3612 

【頂上決戦】 8粒／ 6kg

順位 氏　名 クラス 採集した
砂金数

総合成績
（分.秒）

1 近藤 　直美 ベテラン 7 6.3062 
2 宮本 　　尭 初心者 6 9.0315 
3 安達 　理沙 ジュニア 4 14.5367 

総合優勝
近藤	直美
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一般大会の翌日、東西の中高が砂金掘りのテ
クニックで競った「砂金甲子園！」11年目を迎え
た「東西中高交流砂金掘り大会」が、新たに桐
朋中高の参加を迎え、灘、開成学園、大妻中学
高等学校、山梨学院大学付属、慶応義塾中等部、
峡南高校全７校８チームで繰り広げられました。
団体戦・個人戦の得点制で行われる約120名の

生徒たちが繰り広げた熱いパンニングバトルの結
果。個人戦では試合ごとにパンニング皿を統一す
る新ルールを導入。そんな勝負の行方は、灘と初
参加の桐朋が同点１位となり、昨年優勝校峡南高
校はなんと最下位！？という衝撃の結果に！引率
の先生たちは苦節○年に喜びあり、そして苦笑い
あり…。そんな大会の結果は次のとおりです。

今年は15人の隊員に保護者が加わった約40名
のみなさんが、中山金山遺跡へ登り、そして２
日間のすべてのプログラムを終え、隊員全員が
こども金山衆認定証を受け取りました。
大人でも大変な山道を登るわけですが、今年

も昭和山岳会、博物館応援団のご協力で、無事
に登山を終え、山の清掃活動も行いました。そ
して２日目も灰吹き、金メッキプレート作り体
験など、２日目も応援団の皆様のご協力のおか
げで滞りなく進めることが出来ました。
修了証授与式では、谷口館長から認定証、

「もーん父さん」から参加賞が手渡され、最後は

全員で記念撮影。お子様の笑顔の「大変だった」
の一言や、保護者の方々の感謝の一言がスタッフ
一同の力となり、原動力となりまた頑張ろうと感
じます。今年も博物館を好きになってくれた人が
大勢いますように。皆様ありがとうございました。

東西中高激突！『砂金甲子園』結果発表	 ７月27日（日）

第14回こども金山探険隊	隊員15名に修了証	 ８月２日（土）・３日（日）

砂金甲子園！第11回東西中高交流砂金掘り大会【団体戦得点表】 （40粒／ 3kg）×16

学校名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 採取金粒合計 総合成績（分秒） 獲得点 BP（0.5p） 合計得点

灘
三嶋慶彦 中谷仁政 平野滉大 姫野将太朗 正田雄也 阪本皓貴 木口寛人 近藤和貴 中谷仁政 平野滉大 桑代和樹 姫野将太朗 三嶋慶彦 木口寛人 近藤和貴 阪本皓貴 35粒 35粒/1位

30点 3点 33点
3粒 5粒 1粒 2粒 2粒 3粒 2粒 3粒 1粒 1粒 1粒 3粒 3粒 1粒 2粒 4粒 23分26秒90 38分26秒90

開成学園
嶋本大祐 富田雄介  浜田航宇 高田 晃成 金井勇樹 松永晃 大場啓生 江口竣平 渡邉壮馬 井上智揮 社領航世 島津仁 下河原雄希 大塚航平 森田健友 岡田健太郎 30粒 30粒/6位

17.5点 0点 17.5点
2粒 3粒 1粒 1粒 3粒 2粒 3粒 3粒 1粒 2粒 1粒 1粒 1粒 2粒 3粒 1粒 29分52秒61 59分52秒61

山梨学院
志村瑠伽 井口アレクサンドル 磯尾真江 森山晃成 田河響 三浦碧斗 和光佑佳 中澤柚月 加藤マナ 矢ケ崎花音 卯月秀叡 市村美咲希 矢崎遥 飯野ニ千華 功刀天音 五味泰雅 33粒 33粒/3位

25点 2点 27点
3粒 2粒 2粒 1粒 1粒 2粒 2粒 2粒 3粒 1粒 2粒 3粒 1粒 3粒 3粒 2粒 25分20秒61 46分20秒28 

大妻A
山下亮子 山口栞 笠原江理子 岡室季 新井絵梨花 松川ルナ 小柳紗彩 廣田桃子 伊藤璃々子 佐藤夏実 山田優奈 井上祐香 加藤なつみ 安達理沙 栗原真希 小澤典子 25粒 25粒/7位

15点 2点 17点
2粒 0粒 3粒 3粒 2粒 1粒 0粒 0粒 2粒 3粒 3粒 1粒 2粒 1粒 1粒 1粒 25分36秒96 70分36秒96 

大妻B
丹羽博美 中田理紗子 藤本菜々美 上原千里 藤村小町 千代菜々子 細小路楓 比野瑠南 長田友恵 篠原三沙子都 杉森優衣 及能麻友 戸田百花 丹羽博美 中田理紗子 藤本菜々美 29粒  29粒/4位

22.5点 2.5点 25点
0粒 3粒 2粒 1粒 1粒 2粒 2粒 1粒 1粒 6粒 0粒 2粒 3粒 2粒 1粒 2粒 24分12秒66 59分38秒26 

慶応義塾
中等部

竹中康輔 泉勇斗 山口翔太 和田駆 萩内光 鈴木麗央 杉山諄 福原航史 舘岡幹彦 遠藤凜々 岩野健人 髙見絵梨菜 橋本和樹 井上創太 大作孟暉 村上陽太 29粒 29粒/5位
20点 1.5点 21.5点

1粒 2粒 1粒 2粒 0粒 3粒 1粒 3粒 2粒 1粒 3粒 2粒 2粒 2粒 2粒 2粒 26分38秒26 59分38秒26 

桐　朋
宮本尭 宮原大知 溝畑毅 川原爽 木村哲平 宮本尭 宮原大知 溝畑毅 川原爽 木村哲平 宮本尭 宮原大知 溝畑毅 川原爽 木村哲平 宮本尭 33粒 33粒/2位

27.5点 2.5点 30点
2粒 2粒 2粒 2粒 1粒 2粒 2粒 3粒 2粒 3粒 1粒 3粒 1粒 3粒 2粒 1粒 24分22秒04 45分22秒04

峡　南
望月優華 村松恒平 堀内健也 深澤未来 林杏佳 井上佳宥 鈴木健太 瀧田玲奈 新谷裕貴 市川桃子 櫻田絵理香 深沢佳世 深沢みのり 望月麗華 助川友樹 雨宮宇肖 25粒 25粒/8位

12.5点 0点 12.5点
2粒 1粒 0粒 2粒 2粒 1粒 0粒 1粒 2粒 2粒 3粒 3粒 1粒 2粒 3粒 0粒 30分00秒00 95分00秒00

BP＝0.5 ／全体数は40粒
【個人戦得点表】 6kg

学校名 先鋒（6粒） 次鋒（7粒） 中堅（5粒） 副将（11粒） 大将（9粒） 合計得点 順位

灘
中谷仁政 5分48秒48 平野滉大 17分32秒01 三嶋慶彦 4分08秒19 姫野将太朗 4分25秒74 木口寛人 9分24秒18

49点 2位
10点 6粒 5点 3粒 13点 5粒 13点 11粒 8点 8粒

開成学園
嶋本大祐 21分17秒86 大場啓生 10分46秒95 井上智揮 10分19秒06 岡田健太郎 10分40秒96 森田健友 10分39秒26

32点 7位
4点 0粒 8点 6粒 8点 4粒 5点 10粒 7点 8粒

山梨学院
石井耀大 5分41秒88 山元健瑠 16分59秒24 小林直樹 7分18秒23 後藤穏香 7分09秒47 立川梨佳 7分19秒24

49点 2位
11点 6粒 7点 3粒 10点 5粒 10点 11粒 11点 9粒

大妻A
安達理沙 8分34秒53 井上祐香 17分00秒00 山田優奈 13分19秒22 廣田桃子 7分53秒67 松川ルナ 13分49秒76

32点 7位
7点 5粒 6点 4粒 6点 3粒 8点 11粒 5点 7粒

大妻B
細小路 楓 8分50秒89 上原千里 9分27秒44 藤本菜々美 13分42秒48 田中理沙子 7分38秒32 丹羽博美 7分27秒57

38点 4位
6点 5粒 9点 6粒 4点 3粒 9点 11粒 10点 9粒

慶應義塾
中等部

竹増晴太郎 5分31秒18 成木晴哉 9分08秒67 村上圭吾 13分21秒23 宮沢真太朗 19分55秒68 日比谷元樹 16分53秒83
36点 5位

13点 6粒 10点 6粒 5点 3粒 4点 7粒 4点 6粒

桐　朋
川原爽 6分32秒33 宮原大知 5分59秒28 溝畑毅 11分21秒06 木村哲平 5分50秒58 宮本尭 6分38秒56

52点 1位
9点 6粒 13点 7粒 7点 3粒 11点 11粒 12 8粒

峡　南
入月洸星 14分48秒67 立花さき 19分48秒58 遠藤駿平 5分41秒36 高野なつき 7分59秒61 宮川志吹 12分47秒95

33点 6位
5点 3粒 4点 3粒 11点 5粒 7点 11粒 6点 7粒

皿種類 タートル君 スクウェアパン 体験室皿 フラットパン スチールパン

【総合成績】
学校名 団体戦得点 団体戦順位 個人戦得点 個人戦順位 総合得点 総合順位 個人賞

灘 33点 1位 49点 2位 82点 1位
新人賞

該当者なし

桐　朋 30点 2位 52点 1位 82点 1位
MVP最優秀選手賞

（大妻B)丹羽博美

山梨学院 27点 3位 49点 2位 76点 3位

大妻B 25点 4位 38点 4位 63点 4位

慶應義塾
中等部 21.5点 5位 36点 5位 57.5点 5位

開成学園 17.5点 6位 32点 7位 49.5点 6位

大妻A 17点 7位 32点 7位 49点 7位

峡　南 12.5点 8位 34点 6位 46.5点 8位

※順位順に並べかえています。



博物館事業のお知らせ

モノづくりやロボット工作が世間でもちょっ
としたブームですが、金山博物館でもやっちゃ
います！中山金山など全国の鉱山坑道調査で
活躍している「遠隔操作型坑道調査ロボット」

のミニチュアを工作。本物と同様、横転してもアームを使って起き上がることができますよ。講師
は当館ではおなじみ、松江工業高等専門学校(島根県)の久間英樹先生です。

■期　　日：2014年９月27日（土）10時～12時30分（１階多目的ホールにて）
■対　象　者：一般（小学生4年生以上～大人まで。小さいお子様は保護者同伴でお願いします）
■募集人数：10名
■参　加　費：1,000円

すべてのお申し込み・お問い合わせは

TEL 0556-36-0015
FAX 0556-36-0003 まで

2014年11月20日（木）は展示観覧無料デー！
11月20日は「山梨県民の日」。博物館でも年に一回の特別感謝デーとして、

この日、どなた様も展示観覧無料、砂金採り体験は１割引きでお楽しみいただけます。

このお得な日をお見逃しなくご来館ください。「もーん父さん」にも会えるかもよ！

開館時間：9月中は夏時間。10月からは冬時間（９時〜17時・受付は16時半まで）。
休　館　日：毎週水曜日（祝日に当たる場合はその翌日）　時間をお確かめのうえ、ご来館ください。

〒409-2947　山梨県南巨摩郡身延町上之平1787番地先
TEL 0556-36-0015　FAX 0556-36-0003
博物館HPアドレス http://www.town.minobu.lg.jp/local_minobu/kinzan/index.html
博物館Eメール yunoking@town.minobu.lg.jp第69号　平成26年9月1日

編　集　後　記
皆さん、2014夏を満喫しましたか？掲載記事にもあったように今年の夏は３週間連続イベン

ト開催、さらに砂金掘り大会は２日間に分けて、さらに研修生がワラワラ…スタッフにとっては
MAXめまぐるしい日程でした。そんな怒涛の夏が終わりましたが、無事に終えることが出来たの
は多くの皆様のご協力のおかげです。ありがとうございました。誌面の関係上、今回大幅に写真
が少なくて申し訳ないのですが、夏事業の様子はホームページでもUPしますのでご容赦ください。

博物館だより

坑道探査ロボットを作ろう！
工作教室参加者募集！

ミニチュア坑道探査ロボット


